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※注注

・FLか かか 各各各各ま まか 高ささ示す 。
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屋根同材加工

野地板 杉 t=30　実加工品
構造用合板t=12

下葺き材:改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0（2重）
立平葺き:ｶﾗｰSGL鋼板t=0.4mm

軒先唐草:

梁天勾配

軒
軒

敷き母屋

登り梁
105ｘ270

通り芯

野地板 杉 t=30　実加工品
構造用合板t=15

下葺き材:改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0（2重）
立平葺き:ｶﾗｰSGL鋼板t=0.4mm

母屋
105ｘ105

屋根同材加工
軒先唐草:

野地板t=30　実加工品
構造用合板t=12

下葺き材:改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0（2重）
立平葺き:ｶﾗｰSGL鋼板t=0.4mm

野地板t=30　実加工品
構造用合板t=12　実加工品
下葺き材:改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0（2重）
立平葺き:ｶﾗｰSGL鋼板t=0.4mm

屋根同材加工
ケラバ唐草:

現場調整 @379379

・立平葺きの割付は、現場調整による

※注記
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105x105

棟唐草:

屋根同材加工

梁天勾配

梁天勾配

900

ケ ケケ 納ま ま （水水）詳詳詳

通り芯

S＝1/5 ケ ケケ 納ま ま （水水）詳詳詳 S＝1/5 ケ ケケ ケ平平納ま ま詳詳詳 S＝1/5

登り梁
105ｘ270

登り梁
105ｘ270

登り梁
105ｘ270

登り梁
105ｘ270

化粧縦格子 杉
35ｘ90 ＠100

通り芯

水抜き穴

受金物：
L-7ｘ75ｘ100xL100 @500

ＤＰ塗　ｽﾃﾝﾚｽﾋﾞｽ止め

下受け桟

45ｘ70 杉

天端勾配付

天端勾配付

上受け桟

45ｘ70 杉

上受け桟

受け金物
L-7x75x100

・木部見掛りは、自然塗料仕上とする。

※注記

・化粧格子の割付寸法は、現場調整による

ケ ケケ 納ま ま （水水）詳詳詳 S＝1/5 化化化化化（ケ ケケ 水上）詳詳詳 S＝1/10

構造用ビス

構造用ビス

構造用ビス

・化粧格子の割付寸法は、現場調整による

・構造用ビス：パネリードⅡ+程度
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楕円型ｺﾝｸﾘｰﾄ脚
基礎

楕円型・打ち放し仕上
ｺﾝｸﾘｰﾄ脚

L-4x50x50

FB-4.5x50

FL
・・ サ ・・・ ・ ・・ 、全て て て サ てて て て て 。
・座座・ 、MEDウ ・ ウ-Aて て て 。

・製製・ 、、一一）日日日日日日日日日

・団団団団団団団団に加加しし製製てて て 。

※注注

側側詳

S= 1：20

・・・・・・・脚脚脚脚脚・ 、サ サ サ脚脚脚脚脚て

人工木 t=40

サ ササ詳詳詳 S＝1/20

同同の 仕同てて て 。
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床
ｺﾝｸﾘｰﾄ金コテ押え仕上
t＝120
誘発目地：Ｖ字コテ
溶接金網 6φX100ロ
防湿フィルム敷き
砕石 t=100

FL

２回打ち
（仮固定後）

・・ サ ・サ ・・ サ サ の 取取取・配配・ 、現現現現てて て 。
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・ サ・サ ・・ サ サ 詳詳詳 S＝1/10
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脚脚平側詳
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A・BOLT 2-M12ｽﾘｰﾌﾞ径 100φｽﾘｰﾌﾞ径 100φ

立側詳
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ｺﾝｸﾘｰﾄ脚
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既製ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

既製ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

A・BOLT 2-M12
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・座座・ 、MEDウ ・ ウ-Aて て て 。

・製製・ 、、一一）日日日日日日日日日

・団団団団団団団団に加加しし製製てて て 。

※注注







構造用ﾋﾞｽ(A)=ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞS　PS8-200

構造用ﾋﾞｽ(B)=ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞS　PS8-140
構造用ﾋﾞｽ(C)=ﾊﾟﾈﾘｰﾄﾞⅡ 　P6-90Ⅱ+ +
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